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　安心安全課防災担当　☎0480（92）1111　内線372・373問合せ

警戒レベル１

災害への心構えを高めることが必要
です。
最新の防災気象情報などの情報収集

はどのようにするか、備蓄品の確保な
どの確認をしましょう。

警戒レベル２

避難行動の確認が必要です。
避難をする際の持ち物や、どのよう

な経路で避難場所へ行くか確認をしま
しょう。

警戒レベル３

高齢者などは避難し、それ以外のか
たも避難準備や自主避難が必要です。
周囲の高齢者などの避難方法を確認

し、安全な所へ移動しましょう。

警戒レベル４

誰もが避難するタイミングです。
市が開設している避難所を確認して

避難しましょう。

ハザードマップは、利根川水系や荒川、中川流域内
の河川が氾濫した場合を想定しています。
これらの河川を管理する河川事務所では、避難する
タイミングを判断するための水位を公表しています。
令和 4年 4月、利根川上流河川事務所は利根川（栗
橋観測所）の避難判断水位、氾濫危険水位を次のとお
り見直しています。
水位の見直しに当たっては、令和元年東日本台風で
発生した洪水後、最新の測量成果などを用いて、流下
能力を計算し、基準水位を評価しています。

※�来月の防災一口メモでは、台風上陸 3日前の避難（行動）
についてお知らせします。

マイ・タイムラインとは、自分がとるべき災害行動を時系列に整理し、水害時に避難が必要なタイミング
を判断するための方法の１つで、台風の接近などによって河川の水位が上昇する時に「いつ何をすればいい
のか」「どこに避難するか」など一人一人がとる防災行動を整理する計画表です。

自分が住んでいる場所のリスクを確認しましょう。
ハザードマッ
プ8〜13ペー
ジを参考にし
てください。

お住まいの場所の水害リスクを
確認

自分が避難する場
所までの距離や安
全な経路、他の候
補となる経路を確
認しましょう。
ハザードマップ 8
〜13ページを参考
にしてください。

避難先・避難経路を確認

屋内安全確保（垂直避難）で身を守れても、その後、
長時間の浸水により生活や企業活動に支障が出ます。
避難所へ行く
か、長時間避
難できる備え
をしましょう。
ハザードマッ
プ14〜15ペ�
ージを参考に
してください。

浸水が引くまでの想定時間を確認

避難経路を実際に歩
いて、大雨のときに
水が溜るような場所、
ブロック塀など倒壊
のおそれなどがない
か確認しましょう。

避難経路を歩いて確認

マイ・タイムラインとは

マイ・タイムラインを作ってみましょう

STEP１

STEP３

STEP２

STEP４

大雨や台風が近づくと気象庁や市が警戒情報を発信します。警戒レベルに合わせ、その時にどのような備えが必要
か確認しましょう。ハザードマップ 16ページを参考にしてください。

ハザードマップ 17ページに直接記入しましょう。
　自分だけのマイ・タイムラインを作成するために STEP1〜
5で確認したこととハザードマップ16ページの主な備えを参
考に、避難行動を書き出しましょう。記入例にある通り、ご
自身の生活環境に合わせ、具体的に書き出すことでいざとい
う時に冷静な避難行動がとれます。
　警戒レベルに合わせて、どのような状況が想定され、その
時に困ること、必要となるもの、「なに」をすればよいか考え
てみましょう。
　また、高齢者や乳幼児がいる世帯など、避難に時間がかか
るような場合などの事情を踏まえ、「いつ」、どのタイミング
で避難をするのか決めておきましょう。

警戒レベル・気象情報（気象庁）・避難情報（市）を確認

STEP１～５で確認したことを参考にマイ・タイムラインとして書き出す

STEP５

STEP６

台風・大雨などに備え、
マイ・タイムラインを作ろう

避難（行動）の準備はできていますか？
何を用意し、いつ、どこへ避難すればよいでしょうか。
近年、台風やゲリラ豪雨などの大雨による大規模災害が発生

し、日頃の備えが大変重要となっています。
新しくなったハザードマップに掲載した「マイ・タイムライン」

を活用して、あなただけの避難行動を整理してみましょう。
また、過去の浸水被害を確認し、避難経路を把握しましょう。

※�ハザードマップは�
市役所（安心安全課）、
市公式ホームページ
で入手できます。
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